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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
野
洲
の
定
数
削
減
の

主
張
は
、
今
日
の
市
財
政
に
対
し
て
、

「
市
財
源
の
有
効
活
用
、
無
駄
の
排
除

が
必
要
」
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
行
財
政

改
革
＝
議
員
定
数
削
減
を
行
い
、
市
民

に
範
を
示
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。 

  
  

野
洲
市
の
現
議
員
定
数
は
２
４
名
で

す
。
合
併
前
は
３
４
名
（
中
主
町
１
４

名
、
野
洲
町
２
０
名
）
で
し
た
。
そ
れ

を
合
併
で
２
４
名
に
削
減
。
次
回
改
選

で
は
２
２
名
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
を
１
８
名
に
す
る
と
言
う
も
の

で
す
が
、
議
員
の
役
割
は
、
①
市
民
の

要
求
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
。
②
市

政
を
市
民
の
立
場
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
本
来
の
役
割
を
否
定
す

る
定
数
の
削
減
は
、
市
民
の
声
を
制
限

す
る
民
主
主
義
否
定
の
行
為
で
す
。 

 
 

 
 

 

「
市
民
に
改
革
の
範
を
示
す
」
「
（
財

政
の
）
無
駄
を
排
除
」
と
い
う
な
ら
ば
、

 

 ２３日に臨時市議会が開催されます。臨時会では、「ネット

ワーク野洲」議員団が、市議会定数を現行の２４名を１８名に

する条例案を提案するとしています。   
 本来、議員は、市民の要求を市政に反映すること、市政を市

民の立場チェックする重要な役割があります。定数削減は、こ

の役割を否定し民主主義を否定するものです。 

議
員
自
身
が
議
員
と
し
て
の
役
割
を
発

揮
す
る
こ
と
で
す
。 

い
ま
多
く
の
市
民
は
、「
無
駄
で
必
要

な
い
新
幹
線
新
駅
へ
の
負
担
は
や
め
る

べ
き
。
大
切
な
税
金
は
市
民
の
暮
ら
し

優
先
に
」
と
い
う
声
が
多
数
で
す
。
こ

の
市
民
の
声
に
応
え
、
市
政
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
こ
そ
が
、「
改
革
」
で
あ
り
、

「
無
駄
の
排
除
」
で
す
。 

加
え
て
新
市
に
お
け
る
行
政
課
題
や

市
民
要
望
は
多
様
で
す
。
こ
の
市
民
の

期
待
に
応
え
る
議
員
活
動
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 市長は、「報酬審議会の答申を受けたので、３月

定例市議会に特別職の給与・報酬の改定を提案した

い」と表明しました。 
 答申では、上記表の通り、いずれも大幅な値上げ

です。値上の理由では、「財政状況は厳しい」とし

ながら、一方で、市長や議員などの果たす役割から

みて、「増額が妥当」としています。しかし、今日

の市民生活の実態や市財政からみて、あまりにもか

け離れた値上げです。 
 
 このように報酬値上げと平行して「議員定数削

減」が議論されています。豊政会（保守・自民党会

派）は、ネットワーク野洲の削減案には否定的です

が、定数削減自体は「必要」の立場です。 
 いま大事なことは、『報酬引き上げ＝定数削減』

でなく、市民の付託に応える議会と議員活動です。

   

 現 行 値上案 

市 長 ７８８０００ ８１２０００ 

助 役 ７０００００ ７２１０００ 

収入役 ６４２０００ ６６１０００ 

議 長 ３８４０００ ４３００００ 

副議長 ３０３０００ ３８００００ 

議 員 ２６００００ ３５００００ 

※単位＝円、月額 


